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ストラテジック・バリュー・オープン 
（野村SMA向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第13期（決算日2023年７月24日） 
 

作成対象期間（2022年７月26日～2023年７月24日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2010年７月30日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として
わが国の株式に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。株式への投資にあたっては、わが国の金
融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）している株式の中から、資産・利益等に比較して株価が割安と判断され、今後
の株価上昇が期待できる銘柄を厳選し、投資を行なうことを基本とします。 

主な投資対象 
ストラテジック・バリュー・ 
オープン（野村SMA向け） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 主としてわが国の株式とします。 

主な投資制限 
ストラテジック・バリュー・ 
オープン（野村SMA向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

９期(2019年７月24日) 22,051 5 △ 7.8 1,575.09 △ 9.8 99.1 － 1,661 

10期(2020年７月27日) 20,498 5 △ 7.0 1,576.69 0.1 99.0 － 1,112 

11期(2021年７月26日) 28,242 5 37.8 1,925.62 22.1 96.8 － 1,441 

12期(2022年７月25日) 31,051 5 10.0 1,943.21 0.9 98.7 － 1,054 

13期(2023年７月24日) 39,252 5 26.4 2,281.18 17.4 98.9 － 940 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年７月25日 31,051 － 1,943.21 － 98.7 － 

７月末 30,935 △ 0.4 1,940.31 △ 0.1 98.5 － 

８月末 31,614 1.8 1,963.16 1.0 98.9 － 

９月末 29,900 △ 3.7 1,835.94 △ 5.5 97.4 － 

10月末 31,401 1.1 1,929.43 △ 0.7 98.0 － 

11月末 32,696 5.3 1,985.57 2.2 97.6 － 

12月末 31,603 1.8 1,891.71 △ 2.7 98.5 － 

2023年１月末 32,873 5.9 1,975.27 1.6 99.2 － 

２月末 33,275 7.2 1,993.28 2.6 98.9 － 

３月末 33,564 8.1 2,003.50 3.1 97.3 － 

４月末 34,495 11.1 2,057.48 5.9 98.2 － 

５月末 36,207 16.6 2,130.63 9.6 98.1 － 

６月末 39,379 26.8 2,288.60 17.8 98.3 － 

(期  末)       

2023年７月24日 39,257 26.4 2,281.18 17.4 98.9 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年７月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、TOPIX(東証株価指数)です。参考指数は、作成期首（2022年７月25日）の値が基準価額と同一となるように計算しており

ます。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は26.4％の上昇 

基準価額は、期首31,051円から期末39,257円（分配金込み）に8,206円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～'22年12月下旬） 

（下落） 米国の８月CPI（消費者物価指数）上昇率が市場予想を上回ったことで各国中央銀行の

金融引き締めの加速や長期化が懸念されたこと、英国の新政権の政策への不信による

ポンド安などから投資家心理が悪化したこと。 

（上昇） 一時１米ドル150円を超えた円安を背景に輸出関連企業の株価が上昇したことや、10月

の米CPI上昇率が市場予想を下回ったことでFRB（米連邦準備制度理事会）の金利引き

上げペースが鈍化するとの見方が広がり米国株式市場が上昇したこと。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

（下落） 米国の11月製造業景況感指数が好不況の節目である50を割り込み世界景気後退への懸

念が高まったこと、12月の日銀金融政策決定会合において金融緩和策の一部修正が決

定されて投資家心理が悪化したこと。 

 
②の局面（'23年１月上旬～'23年３月下旬） 

（上昇） 米国における早期利上げ停止への期待が高まったこと、東証（東京証券取引所）によ

る低PBR（株価純資産倍率）企業への改善策開示などを求める方針を受けて日本企業

の資本効率の底上げへの期待が高まったこと。 

（下落） 複数の米国地銀の経営破綻や欧州大手金融会社の信用不安などを受けて国内株式市場

も金融株を中心に急落したこと。 

（上昇） 当局による預金保護や同業による買収などが速やかに発表され、信用不安が後退した

こと。 

 
③の局面（'23年４月上旬～期末） 

（上昇） 米著名投資家の日本株への追加投資の報道が好感されたこと、政府による新型コロナ

ウイルスの感染症法上の分類見直しを受けて国内経済の回復期待が高まったこと、AI

（人工知能）向け需要の増加期待から半導体関連銘柄が大きく上昇したこと、６月の

FOMC（米連邦公開市場委員会）が11会合ぶりの利上げ見送りとなったこと。 

（下落） 米国の６月CPI上昇率鈍化をうけ、米国の利上げ停止が近いとの観測から円高米ドル安

が進んだことや、日本株式に利益確定の売りが広がったこと。 

 

○投資環境 

期首から2022年末にかけての株式市場は、FRBの金利引き上げペースをめぐる見通しの変化

で一進一退の展開となりました。円安米ドル高の進行により輸出関連企業の株価が上昇した場

面もありましたが、12月の日銀金融政策決定会合において金融緩和策の一部修正が決定されて

投資家心理が悪化したことを受け、おおむね横ばいの株価推移となりました。 

 
2023年に入ると、米国における早期利上げ停止への期待が高まったこと、東証による低PBR

企業への改善策開示などを求める方針を受けて日本企業の資本効率の底上げへの期待が高

まったことを背景に株式市場は上昇して始まりました。その後、欧米金融機関の信用不安によ

り金融株を中心に株価が急落する場面があったものの、米著名投資家の日本株への追加投資の

報道が好感されたこと、政府による新型コロナウイルスの感染症法上の分類見直しを受けて国

内経済の回復期待が高まったこと、AI向け需要の増加期待から半導体関連銘柄が大きく上昇し

たことなどから株価は上昇し、通期でみるとTOPIX（東証株価指数）は17.4％上昇しました。 

 
また、日本企業の業績は2022年度3.4％経常増益※となり、経常利益総額は最高益を更新しま

した。2023年度に関しても同8.8％増益※と引き続き増益が見込まれています。 
（※2023年７月21日現在、TOPIX 出所：野村證券）  
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○当ファンドのポートフォリオ 

［ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］を期を通じ

て高位に組み入れ、期末の実質株式組入比率は98.9％としました。 

 

［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

原則として高位を維持する運用方針に基づいて、期を通じて概ね90％以上を維持し、期末は

99.1％としました。 

 

・期中の主な動き 

「株価の割安性評価」と「企業の実力評価」を組み合わせて、銘柄発掘に取り組んできまし

た。高い競争力をベースに顧客基盤を拡大させていたり、株主還元強化や企業経営の変化が期

待できる銘柄などを買い付ける一方で、これまで投資成果を上げてきた銘柄や事業環境の変化

によって業績見通しが悪化した銘柄などを売却しました。企業の実力を評価するにあたって

は、企業の財務内容、事業の競争力や成長性などを重視しました。半導体製造装置事業の中長

期的な拡大が期待される電気機器、堅調な業績や株主還元の拡大が中期的に期待される建設業

の比率を引き上げました。一方で、株価が上昇して割安度合いが低下した機械、国内外でのオ

フィス市況の悪化が懸念された不動産業の比率を引き下げました。 

 

＜比率を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①電気機器（期首13.0％→期末19.8％、時価構成比、以下同じ） 

半導体製造装置事業の中長期的な拡大が期待される東京エレクトロン、SCREENホールディ

ングスの比率を引き上げ。 

 

②建設業（4.1％→5.6％） 

堅調な業績や株主還元の拡大が中期的に期待される鹿島建設、米国戸建て事業の中長期的な

拡大が期待される住友林業の比率を引き上げ。 

 

③銀行業（8.1％→9.6％） 

貸出や手数料収益の増加を背景に中期的な配当水準引き上げが期待される千葉銀行、グルー

プ子会社の堅調な業績を背景に積極的な株主還元が期待される三菱UFJフィナンシャル・グ

ループの比率を引き上げ。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

＜比率を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①機械（5.5％→1.6％） 

株価が上昇して割安度合いが低下した三菱重工業、小松製作所の比率を引き下げ。 

 

②不動産業（6.1％→2.9％） 

国内外でのオフィス市況の悪化や米国における金利上昇の悪影響が懸念される三菱地所、同

じくオフィス市況の悪化が懸念される東急不動産ホールディングスの比率を引き下げ。 

 

③保険業（5.6％→2.8％） 

株価が上昇して割安度合いが低下した東京海上ホールディングス、SOMPOホールディング

スの比率を引き下げ。 

 

・期末の状況 

期末の業種構成は市場の平均に対して、 

①建設業、銀行業、化学などを多めに 

②サービス業、機械、情報・通信業などを少なめに 

投資しています。（業種構成は、「株価の割安性評価」と「企業の実力評価」による個別銘柄選

択を基本とした運用の結果であり、業種配分を意図したものではありません。） 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としているTOPIX（東証株価指数）

の17.4％の上昇に対し、基準価額は26.4％の上

昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①AI向け半導体需要拡大への期待から株価が

上昇したSCREENホールディングスを市場全

体に比べて多めに保有していたこと。 

②積極的な株主還元や米著名投資家による投

資が好感された三菱商事を市場全体に比べ

て多めに保有していたこと。 

③AI向け半導体需要拡大への期待に加え、親会社による当社の売却検討に関する報道により株

価が上昇した新光電気工業を市場全体に比べて多めに保有していたこと。 

 

（主なマイナス要因） 

①主力新薬の競合品の承認審査が進む中で警戒感が高まった日本新薬を市場全体に比べて多

めに保有していたこと。 

②欧米における不動産価格の下落などが懸念された三菱地所を市場全体に比べて多めに保有

していたこと。 

③フォークリフト向けエンジンの不正と、それに伴う国内出荷停止を発表した豊田自動織機を

市場全体に比べて多めに保有していたこと。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり５円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2022年７月26日～ 
2023年７月24日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.013％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 29,252   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］ 

「株価の割安性評価」によって市場が見過ごしている銘柄に着目し、「企業の実力評価」に

よって強い企業を探し出し投資していく方針です。「割安評価」と「実力評価」を組み合わせ

た銘柄選択が長期的な投資成果につながると考えています。 

 

「割安評価」では、企業の収益や資産などと株価を比較した割安指標を使います。 

「実力評価」では、企業アナリストによる個別企業の調査・分析を活用しています。 

企業を取り巻く状況が大きく変動する中で、企業間の業績格差が拡大していくと予想してお

り企業の資産や収益の内容を見極める個別企業調査・分析を重視しています。 

 

  



品 名：90001_140499_013_02_ストラテジック・バリュー・オープン（野村 SMA 向け）_975103.docx 

日 時：2023/8/21 12:32:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

投資環境としては、2022年度の日本企業の業績は3.4％経常増益※となり、経常利益の総額は

最高益を更新しました。2023年度に関しても同8.8％増益※と引き続き増益が見込まれています。

企業が生み出す利益と株価を比較する予想株式益利回りは2023年度6.6％※となっており、配当

利回りは2023年度2.3％※と予想しています。これらの水準は、長期金利（10年国債利回り）の

0.44％※を上回っています。また、東証が上場企業に対し資本コストや株価を意識した経営の

実現に向けた対応を求める動きや企業と株主との対話の積極化は、株主還元など資本政策の見

直しや資本効率改善に向けた事業再編の進展を通じて日本株式全体の中長期的な評価の引き

上げにつながると期待しています。 

こうした投資環境認識のもと、強い競争力に支えられた収益性を背景に株主還元を強化して

いる企業、半導体製造関連やDX（デジタルトランスフォーメーション）など社会の変化を黒子

として支える技術を持つ企業、コロナ禍からの経済活動正常化で業績回復が期待される企業な

どに注目しています。 
（※長期金利は2023年７月24日現在、その他は2023年７月21日現在、TOPIX 出所：野村證券） 

 

上記の運用方針のもと、ファンドの運用成績向上に努めてまいります。 

 

［ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）］ 

当ファンドは引き続き第14期の運用に入ります。 

前述の投資環境認識と投資方針のもと、主要投資対象である［ストラテジック・バリュー・

オープン マザーファンド］の組み入れを高位に維持してまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○１万口当たりの費用明細 (2022年７月26日～2023年７月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 300  0.905  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (264)  (0.795)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 18)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 18)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 20   0.059   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 20)  (0.059)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 321   0.967    

期中の平均基準価額は、33,161円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.92％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○売買及び取引の状況 (2022年７月26日～2023年７月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 128 300 136,805 358,600 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年７月26日～2023年７月24日) 

 

項 目 
当 期 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 42,592,430千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 46,692,719千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.91   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年７月26日～2023年７月24日) 

 

＜ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 17,031 3,964 23.3 25,561 3,170 12.4 

平均保有割合 2.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 588千円 
うち利害関係人への支払額（B） 112千円 

（B）／（A） 19.1％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2023年７月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 455,323 318,647 938,383 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年７月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 938,383 99.3 

コール・ローン等、その他 6,382 0.7 

投資信託財産総額 944,765 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 944,765,040   

 コール・ローン等 6,381,207   

 ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド(評価額) 938,383,833   

(B) 負債 4,466,611   

 未払収益分配金 119,776   

 未払信託報酬 4,331,138   

 未払利息 12   

 その他未払費用 15,685   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 940,298,429   

 元本 239,553,834   

 次期繰越損益金 700,744,595   

(D) 受益権総口数 239,553,834口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 39,252円 
 

（注）期首元本額は339,759,892円、期中追加設定元本額は48,238円、

期中一部解約元本額は100,254,296円、１口当たり純資産額は

3.9252円です。 
 

○損益の状況 (2022年７月26日～2023年７月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,281   

 支払利息 △      1,281   

(B) 有価証券売買損益 204,830,771   

 売買益 242,693,893   

 売買損 △ 37,863,122   

(C) 信託報酬等 △  8,948,585   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 195,880,905   

(E) 前期繰越損益金 288,475,097   

(F) 追加信託差損益金 216,508,369   

 (配当等相当額) (  188,437,325)  

 (売買損益相当額) (   28,071,044)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 700,864,371   

(H) 収益分配金 △    119,776   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 700,744,595   

 追加信託差損益金 216,508,369   

 (配当等相当額) (  188,437,340)  

 (売買損益相当額) (   28,071,029)  

 分配準備積立金 484,236,226   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年７月26日～2023年７月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年７月26日～ 
2023年７月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 23,535,116円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 172,345,789円 

c. 信託約款に定める収益調整金 216,508,369円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 288,475,097円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 700,864,371円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 29,257円 

g. 分配金 119,776円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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ストラテジック・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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